
予測不能な新興感染症の勃発に対して、コールドチェーンを必要とせず、⼩児にも安⼼して使⽤できるデリバリー基材の異なる
次世代ワクチン、そして治療⽤抗体の国内での迅速な研究開発・評価・社会実装を可能とする体制とネットワークを戦略的に構築する。

【センターの⽬的】

次世代ワクチン開発におけるオープン・プラットフォーム 令和２年４⽉より始動

新興感染症ワクチン・治療⽤抗体研究開発センター
研究開発戦略部⾨

ワクチン・治療⽤抗体の戦略的開発
〇特任教授 浦野 健
〇准教授 加美野 宏樹
○准教授（兼任） 尾林 栄治
〇助教 成相 裕⼦

社会実装部⾨
研究開発成果と社会実装をコーディネート

〇教授 岩下 義明（兼任、臨床研究担当）
〇准教授 辻本 和敬（兼任）
〇准教授 中井 貴⼠（旭化成とのクロアポ）

ウイルス評価部⾨
島根⼤学BSL3施設・⻑崎⼤学BSL４施設
を活⽤した研究開発品の評価

〇教授 森⽥ 公⼀（⻑崎⼤学とのクロアポ） 
〇准教授 Mya Myat Ngwe Tun

国・⾃治体

企業・⼤学発
ベンチャー

産学官⾦
連携の強化

医学部

附属病院

⾏政との連携
受託研究
共同研究

災害医療連携
臨床研究

連携

新興感染症ワクチン・治療⽤抗体研究開発センター

総合科学研究
⽀援センター
動物実験施設：  

BSL3実験室整備（令
和４年度概算要求（施

設整備）、全２年計画
の第２期）

生体情報実験部門： 
機器整備 （令和４年
度概算要求（基盤的設
備等整備））

施設整備事業 （令和５
年度補正予算）

研究⽀援

学⻑ 研究・学術情報本部



島根⼤学
新興感染症ワクチン・

治療⽤抗体研究開発センター

⼤阪⼤学
感染症総合教育研究拠点

千葉⼤学
災害治療学研究所

東京医科⻭科⼤学
グローバル感染症征圧
プラットフォーム

東京⼤学
医科学研究所

国際ワクチンデザインセンター

⻑崎⼤学
プラネタリーヘルス学環

経済活動維持や安全保障等の観点からも急務である、
新興感染症に対する国産のワクチン・治療薬開発に
向けて、「新興感染症ワクチン・治療⽤抗体研究開
発センター」を創設。学⻑直轄のガバナンスの下で、
企業との密接な連携により、ペプチド・ポリペプチ
ドを基盤とした安全性を重視した次世代ワクチン開
発や、⼤学が培ってきた抗体開発技術を⽤いた治療
⽤抗体の開発を⽬指した特⾊ある新興感染症研究開
発拠点を形成。


